
（案） 

器具若しくは容器包装又はこれらの原材料一般の規格及び 

器具及び容器包装の製造基準の改正に係る 

器具・容器包装部会報告書 
 

１．経緯・改正の趣旨  
 

WHOは食品への鉛の混入を極力抑えて鉛摂取量を低減するために公衆衛生対策を勧

告したが、その中で食品と接触して使用される器具及び容器包装については鉛を使用し

ないこととしている。これを受けて、FAO/WHO合同食品規格委員会(以下「コーデックス委員

会」という。)は、食品中の鉛汚染防止及び低減化について検討を行い、2004年に「食品中の

鉛汚染防止及び低減化に関する行動規範」１）を採択した。 

この中に、食品加工施設内の食品又は飲料に触れる表面部分には食品グレードの金属

を用いること、施設内の機器の修理の際に鉛入のハンダを用いないこと、食品グレードの装

置が壊れたときに非食品グレードの装置で代替しないこと、鉛ハンダを用いた金属缶を使

用しないことなどが記載されている。 

こうした状況を踏まえ、平成１８年度に実施した厚生労働科学研究「金属製器具・容器包

装の安全性向上に関する研究」において、メッキ用スズ、器具及び容器包装の製造又は修

理に使用される金属及びハンダの鉛の規格等について、改正案が取りまとめられ、今般、

同報告書の趣旨に沿って必要な規格基準の改正を行うものである。 
 
１) Codex, Code of Practice for the Prevention and Reduction of Lead Contamination in Foods, 

CAC/RCP 56 (2004) 
 

２．改正の概要 

以下のとおり規格基準を改正することが適当である。  

（１）  器具若しくは容器包装又はこれらの原材料一般の規格 
 

メッキ用スズ 

メッキ用スズについて、わが国では、その地金の規格として、ＪＩＳ Ｈ ２１０８があり、

特殊Ａ（鉛０．００３％以下）、特殊Ｂ（鉛０．０２％以下）、第１種（鉛０．０４％以下）、第２

種（鉛０．０５％以下）、第３種（鉛の含量規定なし）の５つのグレードが規定されている

が、一般に食品用途には、第２種以上のグレードのものが使用される。ＩＳＯ規格の

0.05％及び 0.01％以下、米国のＡＳＴＭのグレード A の 0.01％以下という規格に鑑み、

メッキ用スズは，鉛を 0．1％を超えて含有してはならないとすることが適当である。 
 

器具及び容器包装の製造又は修理用の金属

器具及び容器包装の製造又は修理用に主に使用される金属として、わが国では、

JIS G4303 (ステンレス鋼棒)、JIS H 3100 (銅及び銅合金の板及び条)、JIS H4000 (アル

ミニウム合金の板及び条)、JISH5202 (アルミ合金鋳物)及び JIS H2108 (スズ地金)等の

規格があるが、ステンレス鋼棒は、鉛を添加した快削棒が基本的に使用されていない



こと、銅及び銅合金の板は、一般に、食品用途には鉛が０．１％以下のものが使用さ

れること、アルミニウム合金は鉛を構成元素とすることが認められていないこと、アル

ミ合金鋳物は鉛の含有量は高いものでも０．１％以下であること、スズ地金は一般に

食品用途には第２種（鉛０．０５％以下）以上のグレードのものが使用され、さらに、米

国のピューター合金の規格 0.05％以下に鑑み、鉛を０．１％を超えて含有してはなら

ないとすることが適当である。 
 

ハンダ 

ハンダについては、わが国では、JIS Z3282 (はんだ－化学成分と性状)の規格で

は、鉛分は０．１％以下と規定され、米国では鉛の含有量が０．２％を超えるハンダ

の食品接触面への使用が禁止されていることから、ハンダは，鉛を 0．2％を超えて

含有してはならないとすることが適当である。 

缶詰用缶については、わが国では、すでに鉛含有ハンダは使用されていないこと

から、ただし書きを削除することが適当である。 
  

器具若しくは容器包装又はこれらの原材料一般の規格改正案（対照表） 
 

改正案（新） 現行告示内容 

 2 食品と接触する部分に使用するメッキ用ス

ズは，鉛を0．1％を超えて含有してはならな

い。 

 

 3 鉛を0．1％を超えて又はアンチモンを 5％

以上含む金属をもつて器具及び容器包装の

食品と接触する部分を製造又は修理しては

ならない。 

 

 4 器具若しくは容器包装の食品と接触する部

分の製造又は修理に用いるハンダは，鉛を0．

2％を超えて含有してはならない。 

 

 

 

 

 2 メッキ用スズは，鉛を5％以上含有してはな

らない。 

 

 

 3 鉛を10％以上又はアンチモンを 5％以上含

む金属をもつて器具及び容器包装を製造又

は修理してはならない。 

 

 

 4 器具若しくは容器包装の製造又は修理に用

いるハンダは，鉛を20％以上含有してはなら

ない。ただし，缶詰用の缶の外部に用いるハ

ンダについては，サニタリー缶にあつては鉛

を 98％，サニタリー缶以外の缶にあつては

鉛を 60％まで含有することは差し支えな

い。

 
（２） 銅製又は銅合金製の器具及び容器包装に係る製造基準 

 
高温で使用する銅板やたこ焼き器などでは、銅表面が極度に高熱化してメッキが剥

がれ易くなり、剥がれたスズが食品に混入する可能性があること、さびを有するものが

製造に使用されることはないことから、ただし書きは、以下の表のとおり改正すること

が適当である。 



 
器具及び容器包装の製造基準改正案（対照表） 

 
改正案（新） 現行告示内容 
1 銅製又は銅合金製の器具及び容器包装は、そ

の食品に接触する部分を全面スズメッキ又は

銀メッキその他衛生上危害を生ずるおそれの

ない処置を施さなければならない。ただし、固

有の光沢を有するもの、又は高温で使用するこ

とにより表面のメッキがはがれるおそれのあ

るものは、この限りでない。

1 銅製又は銅合金製の器具及び容器包装は、そ

の食品に接触する部分を全面スズメッキ又は

銀メッキその他衛生上危害を生ずるおそれの

ない処置を施さなければならない。ただし、固

有の光沢を有し、かつ、さびを有しないものは、

この限りでない。

 

（参考） 

銅製または銅合金製の器具及び容器包装に係る製造基準については、基準制定当時、猛毒と考えら

れていた緑青による衛生上の危害を防止するために定められたものであるが、その後、昭和 56 年か

ら 3 年間厚生省(当時)が行った「銅酸化物の生体におよぼす影響に関する研究」等で否定された。 

しかし、銅製品についてはまれに吐き気、嘔吐、下痢等の食中毒が報告されており、その原因は、銅

製品から溶出した大量の銅イオンと推定されていることから、メッキ処理の必要性については、現段階

で未だ否定されていない。 

 

４．その他 

規格基準の改正後に食品安全委員会に食品健康影響評価を依頼することとされてい

る。 

 

Ⅴ．審議経過等 

 平成１９年１０月１日   厚生労働大臣から薬事・食品衛生審議会会長に「器具若しくは容器

包装又はこれらの原材料一般の規格」及び「器具及び容器包装の

製造基準」の改正につき諮問 

平成１９年１０月４日   薬事・食品衛生審議会器具・容器包装部会における審議 

 平成１９年１０月１７日  薬事・食品衛生審議会器具・容器包装部会における審議 
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